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要  約 

黒毛和種の効率的な採卵を検討するため、分娩後早期の採卵、それに続く短い間隔での連続採卵及び過剰排卵

処理1回投与法を当試験場の採卵で検討した。さらに、本県の農場採卵成績から分娩後採卵までの日数及び連続

採卵の間隔と採卵成績を分析した。 

１ 当試験場の採卵における分娩後早期（48～64日）の採卵成績は平均正常卵7.1個であった。農場採卵の分娩

後早期（47～64日）の採卵成績は平均正常卵7.9個であった。 

２ 当試験場の分娩後2回の連続採卵（採卵間隔34～48日）成績は、1回目の回収卵数が多かった個体が、2回

目の正常卵数が1回目より増加する傾向であった。 

３ 農場採卵における連続採卵において、連続採卵間隔と2回目の正常卵数に相関は認められず、短い間隔（26

～36日）で連続採卵した2回目の平均正常卵数は7.1個であった。 

４ 当試験場の採卵における過剰排卵処理1回投与法（以下「1回法」）の採卵成績は平均正常卵10.2個であっ

た。また、分娩後早期の採卵成績において1回法と漸減法に有意な差は認められなかった。 

 

緒  言 

全国的に黒毛和種子牛が不足しており、子牛価格が高騰している。これにより本県でも平成 28 年度から黒毛

和種の農場採卵が急増している（図１）。採卵頭数の増加に伴い採卵日を調整するためには、性周期に関係なく

開始するホルモンプログラムが不可欠となってきた。本県の農場採卵体制は図２のとおりで、平成 28 年度まで

は各家畜診療所により異なるホルモンプログラムで実施していた。 

当試験場ではこれまでに、分娩後 35～42 日に発情回帰や性周期に関係なくホルモンプログラムを開始する定

時人工授精で75％の受胎率が得られることを報告している 1)2)。この定時人工授精プログラムは、ホルモン開始

0 日目に膣内留置型プロジェステロン製剤（以下「CIDR」：家畜改良事業団)挿入とエストラジオール（E2）を投

与し、高プロジェステロン環境下で卵胞ウェーブの同期化を図り、主席卵胞が大きく成長したタイミングでCIDR

除去とPGF2αを投与し確実に発情を起こさせるものである 3)。当試験場は、採卵のホルモンプログラムについて

も同様にCIDRを用いた過剰排卵処理技術を検討してきた 4)5)結果、成績良好で簡易な図３のホルモンプログラム

（以下「図３プログラム」）で採卵を行っている。 

そこで、県内の農場採卵にも図３プログラムでの採卵を勧め、平成 29 年度末には全ての農場採卵で活用され

るようになり、採卵日を円滑に調整できるようになっただけでなく、採卵成績も正常卵率が上昇し正常卵数が増

加した（表１）。 

さらに効率よく受精卵を採取するため、図３プログラムにおける分娩後早期の採卵やそれに続く短い間隔での

連続採卵について当試験場の採卵で検討するとともに、本県の農場採卵成績から分娩後採卵までの日数及び連続

採卵の間隔と採卵成績を分析した。さらに、過剰排卵処理を省力化する1回投与のホルモン製剤が市販されてい

るが、これまでに県内の農場採卵での利用はなく、当試験場の採卵で試行し漸減法と比較した。 

１）現 香川県西部家畜保健衛生所 



黒毛和種における効率的採卵の検討 

香川畜試報告 53 （2018）               - 2 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 県内農場採卵頭数（平成30年度は1月まで）    図２ 本県の農場採卵体制 

 

 

 

表１ 県内農場採卵実績（平成28～30年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

材料及び方法 

当試験場の採卵は試験場で繋養する黒毛和種10頭を用い、平成28年8月～平成31年1月に採卵を実施した。

分娩後早期（48～64日）の採卵は、発情回帰や性周期に関係なく分娩後32～48日の朝にCIDRを挿入し、E2（エ

ストラジオール注 共立製薬）1.0mg筋肉内投与した日を0日とする図３プログラムを開始した。過剰排卵処理

は、5日目から卵胞刺激ホルモン（ｱﾝﾄﾘﾝ R10 共立製薬）を1日2回（9時と17時）5,5,3,3,2,2AUの計6回に

わたり筋肉内投与する漸減法と5日目（9時）に1回、卵胞刺激ホルモン（ｱﾝﾄﾘﾝ R10・Al 共立製薬）30AUを皮

下投与する1回法で行った。7日目にCIDRを除去し、合成プロスタグランジン類縁体（以下「PG」フジタ製薬）

500μgを筋肉内投与した。発情開始や発情持続時間には個体差があり、人工授精は個体に応じて発情開始から半

日後に1回目を、さらに半日後に2回目を、引き続き発情が持続している場合は3回目を行った。採卵は、人工

授精から6.5日目又は7日目に非外科的灌流法で採取した。採卵後は2％ポビドンヨード剤50mlを子宮内に注入

し、PGを500μg筋肉内投与した。なお、当試験場は子牛を自然哺育し64日以降に離乳しているため、採卵実施

時は全頭哺乳中であった。分娩後2回目の連続採卵は、1回目の採卵後19～33日後に性周期に関係なく図３プロ

グラムを開始し、1 回目と同じ方法で採卵した。なお、2 回目のホルモンプログラム開始時までに全頭哺乳は終

了している。 

 農場採卵は、平成28年10月～平成31年1月に図３プログラムの漸減法で実施した延べ99頭の採卵成績から

データを抽出した。 
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  図３ ホルモンプログラム 

 

結  果 

  当試験場の採卵における分娩後48～64日（平均55.2日）の採卵成績は、延10頭の平均回収卵数12.7個、

平均正常卵7.1個で、供試牛全頭から正常卵5個以上を採取できた（表２）。また、農場採卵成績において分娩

後日数と初回採卵の正常卵数に相関は認められず（図４）、そのうち分娩後早期（47～64日）に採卵した13頭

の平均正常卵数は7.9個であった。 

当試験場の分娩後2回の連続採卵（採卵間隔34～48日）成績は6頭実施し、平均回収卵数、平均正常卵数は、

1回目が13.0個、6.7個に対し、2回目が8.8個、6.0個となり、2回目の回収卵数は1回目より減少する傾向

であったが、1回目で回収卵数が多かった個体（No.3、No.4、No.8）は、2回目の正常卵数が1回目より増加す

る傾向であった（表３）。 

また、農場における連続採卵において、連続採卵間隔と2回目の正常卵数に相関は認められず（図５）、その

うち短い間隔（26～36日）で連続採卵（11頭）した2回目の平均正常卵数は7.1個であった。 

当試験場の採卵における過剰排卵処理1回法の延10回の採卵成績は平均正常卵10.2個と良好であった（表

４）。また、当試験場における分娩後早期（48～64 日）の採卵成績で漸減法と 1 回法を比較したところ有意な

差は認められなかった（表５）。 

 

表２ 分娩後早期の採卵成績（当試験場採卵） 
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図４ 分娩後日数と初回採卵の正常卵数（農場採卵）n=56 

 

 

表３ 連続採卵成績（当試験場採卵） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図５ 連続採卵間隔と2回目の正常卵数（農場採卵）n=24 



黒毛和種における効率的採卵の検討 

香川畜試報告 53 （2018）               - 5 - 

 

表４ １回法の採卵成績（当試験場採卵） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表５ 漸減法と1回法の比較（当試験場採卵） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

考  察 

すでに分娩後早期の採卵を検討した報告 6)7)8)9)10)11)や連続採卵の報告 8)12)13)14)15)16)17)18)19)20)21)等、採卵の効率化を

検討した多くの報告があるが、卵胞ウェーブの同期化方法や CIDR 挿入期間、卵胞刺激ホルモン投与方法等、ホ

ルモンプログラムに違いがみられる。ホルモンプログラム開始から採卵まで 20 日以上を要するプログラムが多

いが、図３プログラムは 15、16 日と比較的短期間でかつ簡易であるため、農場採卵を計画するうえで実用的で

ある。 

今回、図３プログラムにおける分娩後早期（48～64日）の当試験場の採卵成績は平均正常卵7.1個で、供試牛

全頭から正常卵5個以上を採取できた。また、農場採卵成績において分娩後日数と初回採卵の正常卵数に相関は

認められず、そのうち分娩後早期（47～64日）に採卵した13頭の平均正常卵数は7.9個で、全農場採卵平均6.9

個を上回っていた。一般的な平均正常卵数も5～7個と報告されており 22)、図３プログラムで分娩後早期（48～

64日）の採卵は可能であり、さらに哺乳中でも問題ないと推察された。 

当試験場の分娩後2回の連続採卵（採卵間隔34～48日）は6頭実施し、2回目の回収卵数は1回目より減少す

る傾向であったが、1回目で回収卵数が多かった個体は2回目の採卵成績も良好であったことは他の報告 8)とも

一致する結果であった。一方、農場における連続採卵ではこれに当てはまらない個体も存在しており、より詳細

な分析が必要である。 

また、農場における連続採卵において、連続採卵間隔と2回目の正常卵数に相関は認められず、そのうち短い
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間隔（26～36日）で連続採卵（11頭）した2回目の平均正常卵数は7.1個であったことから、連続採卵の間隔

は1ヶ月程度でも可能と推察された。 

図３プログラムは、ホルモン処理回数が比較的少ないプログラムではあるが、過剰排卵処理1回法により、ホ

ルモン処理のための牛の捕獲は7回から3回に大幅に省力化が図れ、牛へのストレスも軽減できる。採卵成績に

ついても、製品情報で1回法は漸減法と有意な差はないとされており、今回当試験場の採卵で図３プログラムに

おける1回法を試行したところ、延10回の採卵成績は平均正常卵10.2個と良好で、分娩後早期（48～64日）の

採卵成績において1回法と漸減法に有意な差は認められなかったことから、今後県内の農場採卵で普及が期待で

きる。 
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